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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・土日の申し送り内容が足りない為、情報は細かく伝えていくようにしましょう。

・カルテチェックをするにあたり、BOX周辺の乱雑さが目立つ為、整理整頓していきましょう。

・先週、緊急連絡を実施しているが、夜勤者除く２６名中、連絡がついたスタッフ１７名。何のための緊急連絡網なのか考えて行動すること。また、後から着信に気付いた場合はSGMへ直接連絡をすることとなっている。

・モーニングは大きな声で発表のこと。明日より発表者の席を替えて行うそうです。

・学会についての報告は後日行う。（SGM）

・旅行のコース選択を２９日までに入力のこと。

・オムツ依頼の電話連絡は不都合がない為、引き続き、準夜帯で行っていくこととなっている。

・面会時にオムツを受け取った時など、Cユニットの棚にそのまま入れず、多い分は私物庫へしまいましょう。

＜患者様連絡事項＞

・櫛桁武男様～呂Drより、前回の心電図結果でペースメーカーが作動していないのではないかとの事で、本日心電図検査施行予定。

・柴葉　雪雄様～日曜日に家族様来院し、トラブルあったこと説明している。

・川村　つゑ様～セフジトレン３Ｔ　３×ｎdＥ　本日、朝食後で服用終了となる。
　　　　　　　　リスペリドン（1）１Ｔ

　　　　　　　　ヒベルナ（5）　２Ｔ　　１×夕

　　　　　　　　グラマリール（25）１Ｔ　１×vds　７日分継続処方。

・吉田　寿雄様～ノボリンN フレックスペン9単位　9/27から10/3まで継続指示。

・島脇　てる様～ノボリンN フレックスペン7単位　9/27から10/3まで継続指示。

・玉井　クニ子様～発熱時の予測指示　9/27から10/8まで継続指示。

・勝田　ヒモエ様～ノボリンN フレックスペン2単位　9/27から10/3まで継続指示。

・佐々木　哲朗様～胸部X‐Pの結果、肺炎の所見あり。抗生剤の点滴処方あり、明日の点滴分も処方となる。又、明日、喀痰培養検査の指示あり。

　　　　　　　　　食事は9/25朝から9/29　夕まで食止めの指示出ている。

　　　　　　　　　予測指示としてspO2　90％以上保つように酸素１～５Lで調整の指示あり。（9/26から10/3まで）
＜事故振り返り＞

柴葉　雪雄様の事故について振り返りを行っている。

原因分析：1人業務の時間帯であり、オムツ交換・起床介助を行っていた為、見守りが不十分であった。他者トラブルを起こした経緯のある患者様であり、睡眠の不安定さが見られていた。

自室がわからず、他室侵入ある為見守りが必要だった。

今後の対策：玉井様が起床している際は見守りし、所在確認していく。

スタッフが一人の時間帯は、起床介助・オムツ交換をせず見守りを行っていく。

患者様ベッド移動を検討する。（中野様と柴葉様を交換する）

＜接遇委員会から＞

先月実施した満足度アンケートの中に意見があり、それについて検討している。

意見～南Ａのプライバシーは皆無だと思い不快な思いを日々しています。
分析結果～どの場面かは不明だが、家族対応や嗜好品管理対応など、見えるカウンターでの対応が原因と思われる。
改善策～他者の目につくような対応ではなく、個々に配慮した対応を目指していく。
